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総合計画

分野別計画

予算区分

道路課

維持係

《交通安全施設維持補修事業》

会計区分 事業類型 法定受託系

平成３０年度以降

道路

道路法

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

交通安全施設の維持補修及び設置により施設の機能を向上させ、交通上の安全を確保す

る。

◆２５年度実施内容

・老朽化、損耗及び破損した防護柵、カーブミラー、道路照明灯等の交通安全施設の補修を行う。ま

た、危険な場所に交通安全施設の設置を行った。

・横断歩道橋は、計画的に補修及び落橋防止の地震時の対策工事を行った。

・職員は、委託、工事の設計積算及び施工管理を行う。

◆２５年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

横断歩道橋現況調査調査業務委託　２４橋（委託料：４，９０１千円）

測量設計業務委託　２橋（委託料：３，９１７千円）

藤ヶ丘4号橋センタ－ブリッジ（a）、事津横断歩道橋

【工事内容】

交通安全施設設置工事　（工事請負費：５６，３５６千円）

防護柵　１，０５１ｍ、区画線延長　１９，３４０ｍ、道路反射鏡　３３基、道路照明灯　５基

交差点標示器　２０基、カラー舗装　６３０㎡

横断歩道橋耐震補修工事　１橋（工事請負費：４，８００千円）　曙歩道橋（翌年度繰越し）
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受益者負担

（手段）

対前年比

費用合計

Ｈ23決算額

70,940

0.77

4,576

0.40

0.52

横断歩道橋耐震補修工事　１橋（工事請負費：４，８００千円）　曙歩道橋（翌年度繰越し）

横断歩道橋横断歩道橋補修工事　１橋（工事請負費：９６６千円）　ペデストリアンデッキNo２

◆２６年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

道路照明施設現況調査業務委託　７９５本（委託料：３３，４００千円）　（前年度繰越し）

測量設計業務委託　３橋（委託料：４，０００千円）

明治村1号橋、藤ヶ丘４号橋センタ－ブリッジ（ｂ）外１橋

【工事内容】

交通安全施設設置工事　（工事請負費：６５，０００千円）

防護柵　１，４００ｍ、道路反射鏡　３０基、道路照明灯１０基

地下道冠水情報システム　１箇所、区画線延長　３０，０００ｍ、交差点表示器　１５基

横断歩道橋耐震補修工事　１橋（工事請負費：４２，９００千円）

藤ヶ丘４号橋センタ－ブリッジ（a）

横断歩道橋補修工事　２橋（工事請負費：５，０００千円）

横断歩道橋耐震補修工事　１橋（工事請負費：９，２００千円）　曙歩道橋（前年度繰越し）
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度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

平成25年度に実施した横断歩道橋現況調査の結果に基づいて、横断歩道橋修繕計

画を策定したことで、今後の補修工事は社会資本総合交付金を活用しながら実施し、

市費の負担を軽減する必要がある。
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橋

1,0511,265
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住民からの要望や日常の管理により確認された施設の不具合において、補修を行

う。また、危険な場所に施設の設置を行うことにより、交通の利便性・安全性の向上が

図られている。

年間交通事故発生件数（人身事故）も減少傾向にある。
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防護柵設置

道路照明灯設置

補修工事実施歩道橋
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２７年度以降

の改善案

横断歩道橋について、平成27年度以降の補修工事は現状のとおり、国からの補助金

を充当し、市費を抑えながら実施する。又、道路照明施設についても、平成26年度に

策定を予定している道路照明施設修繕計画に沿って修繕工事は、平成28年度以降

に国からの補助金を充当し、市費を抑えながら実施していく。又、電気料金抑制及び

環境面を鑑み、照明施設のLED化の導入を行う。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

国策事業として、道路ストック総点検で実施している横断歩道橋の補修工事を社会資本総合

交付金を活用し計画的に実施する。又、道路照明灯についても、同様に計画的な補修工事を

平成28年度以降に実施するため、拡大とした。

判定理由

交通安全施設の維持補修及び設置は、道路を使用する全ての市民の交通上の利便

性・安全性を確保する上で不可欠であるため、廃止を行えば道路環境の悪化につな

がることになると考える。

対象の拡大や手段の充実等により、事業のボリュームを拡

大すべきもの

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

方向性の判定

拡　大

判　定　理　由

拡　大

横断歩道橋について、平成25年度に策定した横断歩道橋修繕計画に沿って補修工事を平成

26年度から社会資本総合交付金を活用しながら実施する。

道路照明施設について、平成26年度に道路照明施設現況調査を実施しており、その点検結果

を基に、道路照明施設修繕計画を策定する。又、同時に電気料金の高騰に伴い、照明施設の

LED化導入を検討する。なお、修繕工事については危険性の高い道路照明施設から実施して

いく。

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

事業拡大にあたっては、社会資本総合交付金等を活用し、一般財源を抑え

ること。ること。


